
1．調　査　方　法

　中央本線塩嶺トンネルの通過するトンネルの線上を含め，周囲約10㎞の範囲内に永久

方形曄34ケ所を設定した。永久方形区は，塩嶺高原一帯の水環境の動態を把握できるよ

うに，できるだけ主要な駅にそれぞれちらばるように設けられた。永久方形区の大きさ

は，調奪の対象となる植生によって異なり，2In×2皿から20孤×20　mまでの様々な大

きさに変え・λれている。

　調査は，各方形区内に生育する全植物について，群落階層別に植物の全リストを作成

し，それぞれの植物について被度（Decku難gsgrade）と群度（So盗abilit譲tsgrade）の

量的測定値を与えた。

2．調　査　時　期

　各永久方形区内の植物社会学的な調査は，春季（5月）と秋季（10月）の年2回，毎

年継続しておこなわれた。現在，調査回数は8園までおこなわれている。

表量　謁壷年月日一覧表

調査数次 調査年月 懸

1 1978年5月21日 ～ 5月22羅

2 1978年10月2鷺 ～ 10月4日

3 1979年5月20日 ～ 5月26臼

4 1979年1明3日 ～ 10月6銭

5

6

7

8

1980年5月22日　～

1980年10ノ弓3iヨ　～

！981年5月21日　　～

1981年9月27録　～

5月24日

10月5日

5月23日

9月29日
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